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宅地の液状化被害可能性判定に係る技術指針

吉　田　桂　治

東日本大਒ࡂにより，東京࿷؛の୐஍を中心に޿Ҭな୐஍のӷ状Խඃ֐がੜじた。このようなඃ֐をड
けて，国౔交௨লではඃࡂ実態を෼ੳした上で，ށ建てॅ୐をର৅とした୐஍のӷ状Խඃ֐可能性を൑定
するࢦ਑をࡦ定し，ฏ੒ 25 ೥ 4 ݄にެ表した。さらに，ށ建てॅ୐におけるݸਓ・ຽ間等によるରࡦを
ଅਐするため，適切な൑断のための༷ʑな情報提供をߦっている。本ߘでは，୐஍のӷ状Խඃ֐可能性൑
定に܎るٕज़ࢦ਑の他，୐஍のӷ状Խରࡦにؔする国౔交௨লの取り૊み状況にͭいて֓આする。
キーワードɿށ建てॅ୐，ӷ状Խ，ඃ֐可能性൑定，ඇӷ状Խ૚ް，1L 値，DDZ 値

1．はじめに

ฏ੒ 23 ೥ 3 ݄ 11 日の東日本大਒ࡂにより，ຒཱ஍
やՏ઒の周ลなどでӷ状Խݱ৅が発ੜし，特に東京࿷
ҬにΘたり約޿やརࠜ઒Ԋいの୐஍を中心に؛ 27
000
݅というਙ大なඃ֐が発ੜした。

これらのඃࡂ஍においては，෮ڵ交付ۚ事業によ
り，஍方ެஂڞମが෮چと࠶発๷止のための工事をߦ
うこととなっており，ݸਓの建෺ඃ֐にͭいては，ੜ
等でର応することとࢿ༥，ݥԉ制度や஍਒保ࢧ建࠶׆
なっている。

ӷ状Խඃ֐にͭいては，ݹくはؔ東大਒ࡂでもඃ֐
がੜじたとのه࿥も͋るが，特にඃ֐状況がクローズ
アップされたのがত࿨ 39 ೥の新ׁ஍਒で͋る。ઓ後
の౔஍धཁの૿大によりそれまで低ར用で͋った低࣪
஍や，新たに଄੒されたຒཱ஍におけるӷ状Խରࡦが
ඞཁとなったが，新ׁ஍਒をܖ機にڀݚやٕज़基準の
整備がਐΉにͭれ，ಓ࿏・ڮྊ・అ๷・؛ޢといった
設やビル・マンションといった建ங෺にͭいてࢪڞެ
は各種ٕज़基準に従ったӷ状Խରࡦがࢪされ，東日本
大਒ࡂにおいても基準に準ڌしたߏ଄෺にͭいては大
きなӷ状Խඃ֐はੜじなかった。

Ұ方で，ށ建てॅ୐等を૝定した൑定手法はඞͣし
も明確ではなかったため，国౔交௨লではֶࣝऀݧܦ
によるڀݚձにおいて検౼をߦい，ฏ੒ 25 ೥ 4 ݄ 1
日に「୐஍のӷ状Խඃ֐可能性൑定に܎るٕज़ࢦ਑（以
下，ӷ状Խඃ֐൑定ࢦ਑とݺͿ）」を取りまとめた。

本ߘでは，୐஍のӷ状Խにରする取り૊みとӷ状Խ
ඃ֐൑定ࢦ਑にͭいて঺հする。

2．液状化現象と液状化被害について

ӷ状Խݱ৅は，؇くଯੵし஍下ਫで๞࿨された࠭஍
൫にରし஍਒動が加Θることにより，࠭஍൫がӷମ状
のڍ動に変Խするݱ৅で，その上に建ͭߏ଄෺にとっ
てはಥ然࣋ࢧ力をࣦう状態となる。これは，஍൫をߏ
੒するཻ࠭子にରし܁りฦしのせΜ断力が加Θること
により，ཻ࠭子間をຬたす஍下ਫの間ܺਫ圧が高ま
り，ཻ࠭子間に働くຎࡲ力を間ܺਫ圧が上回った時
に，ཻ࠭子間の݁合が཭れバラバラの状態になって஍
下ਫの中をු༡する状態になるため発ੜするݱ৅で͋
る。その後，஍਒動がऩまるにͭれཻ࠭子が࠶ଯੵし，
び࠭஍൫へと໭るΘけで͋るが，高まった間ܺਫ圧࠶
により෾࠭という形で஍下ਫが஍൫外に出たりཻ࠭子
が࠶ଯੵしたりするա程において஍൫がऩॖする状態
になることが͋る。

この஍൫がӷମ状になったり，ऩॖしたりすること
により発ੜするのがӷ状Խඃ֐で͋り，ӷମ状の஍൫
がଆ方へ流動することにより؛ޢ等のߏ଄෺を変形さ
せたり，ӷମ状になることで࣋ࢧ力をࣦう状態になっ
てߏ଄෺が౗յしたり，ු力がੜじる状態になって஍
下ຒ設管等がුき上がったり，஍൫がऩॖすることで
ӷ状Խݱ৅がىきていない஍൫とࠩがੜじたり，ෆ等
௜下がىきてߏ଄෺が܏いたりといったものが主なඃ
の形態となる。また，෾࠭がಓ࿏へ流出すると交௨֐
のো֐となりਝ଎なආ೉の๦͛になったり，下ਫ管に
流ೖすると௕期間にΘたって下ਫಓが使用ෆ能になり
都ࢢ機能の回෮にରし大きなো֐となったりすること
も͋る。
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東日本大਒ࡂでは，ઍ༿ݝを中心に，෾࠭によるಓ
࿏・Տ઒のຒ຅や下ਫ管のຒ࠹，஍下ຒ設෺のුき上
がり，ߌでࢧえられた建ங෺と௜下した஍൫との間に
ੜじたஈࠩ，電பのށ，ࣼ܏建てॅ୐のෆ等௜下といっ
たඃ֐が発ੜした（写真─ 1，2）。

特に，ށ建てॅ୐ではॅ୐がࣼ܏することにより日
常ੜ׆へのࢧোのみならͣॅみ続けることによりめま
い等の݈߁ඃ֐が発ੜすることも͋り，ඃऀࡂੜ࠶׆
建ࢧԉ制度においても，ॅ୐۱࢛のࣼ܏のฏۉが
1/00 以上 1/60 未ຬで൒յ，1/60 以上 1/20 未ຬで大
規໛൒յと認定するよう内ֳ෎では基準をݟ௚してい
る 1）。

3．  宅地の液状化に対する国土交通省の取り
組み

લষでड़΂たとおり，ӷ状Խݱ৅によるඃ֐は都ࢢ
機能ҡ࣋の଍かせとなったりݸਓ࢈ࡒがᆝଛしたりは
するが，Ұ方ではӷ状Խݱ৅は௚接的にਓ໋ඃ֐にͭ
ながらないのが実態で͋り，ށ建てॅ୐をߟえた場
合，ࡏݱの建ங基準法における「大஍਒時にਓ໋をଛ
なΘない」といった耐਒基準とൺֱすると，ӷ状Խඃ
೉とࠔを発ੜさせないために規制を強Խすることは֐
はそれͧれの஍൫の状֐えられる。また，ӷ状Խඃߟ
況によって発ੜの༗無や程度がࠨӈされ，ࡏݱのٕज़
レベルからも͋らΏるඃ֐を༧ଌすることができない
ことや，そのରࡦඅ用も相౰程度高ֹとなる場合が͋
ることから，Ұ཯に調ࠪやରࡦをٛ຿付けることもࠔ
೉とߟえられる。

このため，஍਒時のඃ֐཈制には，主にށ建てॅ୐
஍におけるݸਓ・ຽ間等によるରࡦをଅਐすることが

重ཁで͋り，そのためには，適切な൑断のための༷ʑ
な情報の提供を充実するඞཁが͋ることから，国౔交
௨লでは࣍のような取り૊みをਐめている（図─ 1）。

（1）液状化被害判定指針
ඞͣしも明確でなかったށ建てॅ୐をର৅とした൑

定手法にରし，ֶࣝऀݧܦの検౼݁Ռから「୐஍のӷ
状Խඃ֐可能性൑定に܎るٕज़ࢦ਑」を取りまとめた。

このࢦ਑は，୐஍のӷ状Խにؔする調ࠪやରࡦをٛ
຿付けるものではないが，গなくともࠓ後։発・଄੒
される新たな୐஍にͭいては，この基準をߟࢀにし
て，より安全な୐஍供څがߦΘれることを期଴すると
ともに，طଘの୐஍にͭいても，ຽ間の自主的な取り
૊みにおいて޿く׆用されることを期଴しているもの
で͋る。

なお，ӷ状Խݱ৅は，਒度・ܧ続時間等の஍਒特性，
，にؔ連しておりࡶॴ的஍૚変Խ，建෺特性等がෳہ
ඃ֐可能性൑定は，ݱ実的なコストをલ提にするとٕ
ज़的にݶ界が͋る。このため，このࢦ਑は，୐஍のӷ
状Խඃ֐の可能性を൑定する目安で͋り，ݸ別の୐஍
ຖにඃ֐の༗無等を保ূするものではない。

ӷ状Խඃ֐൑定ࢦ਑にͭいては，࣍ষでৄしくղઆ
する。

写真─ 1　住宅地の噴砂の状況
（提供：民間コンサルタント）

写真─ 2　地下埋設物の浮き上がり
（提供：関東地方整備局）

図─ 1　宅地の液状化に対する国土交通省の取り組み
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（2）液状化関連情報の内容の充実
ӷ状Խの可能性を൑断するために重ཁなボーリンά

データにͭいては，国౔交௨লの௚׋工事に൐う約
11 万本にͭいて，国౔交௨লのウΣϒサイトで全て
ެ表している。また，17 の都ಓ෎ݝでެڞ事業に൐
うデータをެ表しているが，まͩ全ମの 3 ෼の 1 程度
で͋る。さらに，ࢢொଜ工事のデータは，ほとΜどެ
表されていないので，データのҰ૚の整理・ެ表がඞ
ཁとߟえている。

஍Ҭ͝とのӷ状Խの可能性の程度をଇ஍的に示した
ӷ状Խマップは，40 の都ಓ෎ݝでެ表されているが，
஍Ҭ͝との܏向はಡみ取れるものの，ݸ別の୐஍や֗
区単位まで൑別できるものはগないのがݱ状で͋る。
また，よりৄࡉなマップが 282 ொଜでެ表されていࢢ
るが，全国的にݟれ͹未作੒ஂମがଟ数͋るのがݱ状
で，作੒をਐめることがඞཁで͋る。さらに，஍方ެ
ମによって，ӷ状Խの可能性を高低ஂڞ 4 区෼で示す
ものや，͋り・なし 2 区෼で示すものなど，マップの
内容が༷ʑで͋り，ࠓ回ࡦ定したٕज़ࢦ਑を基に，ށ
建てॅ୐を૝定した౷Ұ的な基準でのマップ作りもٻ
められている。

このようなެஂڞମにおけるボーリンάデータのऩ
集・ެ表や୐஍ӷ状Խマップの作੒にͭいては，ฏ੒
25 ೥度から国ݿॿ੒をߦっており，ެஂڞମによる
༷ʑな調ࠪをଅਐし，ӷ状Խؔ܎の情報の充実をਐめ
ていく༧定で͋る。

また，աڈのӷ状Խのඃ֐ཤྺを஍ਤ上に示したඃ

ཤྺਤと，ӷ状Խの可能性の൑断に༗ޮなຒཱ஍等ࡂ
を示す஍形区෼ਤを，国౔交௨লにおいてॱ࣍作੒し
ている。ट都ݍ・中部ݍのҰ部で作੒ࡁみで，大ࡕ周
ล等で調ࠪ中で͋り，ࠓ後も大都ࢢを中心にॱ࣍作੒
する༧定で͋る。

（3）一元的な情報提供等
ӷ状Խにؔ連する༷ʑな情報は，国౔交௨লの各部

別に提供しており，ফඅऀ等ݸମなどがஂڞ各ެ，ہ
のརศの؍点からҰݩ的な情報提供が๬まれる（図─
2）。

このため，ӷ状Խマップにͭいては，国౔交௨লの
ϗーϜページに͋るハβードマップポータルサイトに
おいて，建෺ඃ֐༧ଌなどとともに，全国的な作੒状
況のҰཡを示すとともに，各ެஂڞମのマップへのリ
ンクを設定している。また，ボーリンάデータにͭい
ては，ಠཱߦ੓法ਓ๷ࡂՊֶٕज़ڀݚॴのデータベー
スで͋る「ジオ・ステーション」において，国౔交௨
লのެ表データをؚめ，全国のެ表ࡁみデータの相౰
部෼が，ϫンストップで，୭でもݟることが可能で͋
る。

さらに，これらの情報をҰݩ的に঺հするӷ状Խؔ܎
情報ポータルサイトを，ฏ੒ 25 ೥ 3 ݄下०に։設した

（hUUQ://XXX.mMiU.HP.KQ/UPThi/UPThi@GS1@000010.hUmM）。
このサイトでは，ӷ状Խにؔする基ૅ஌ࣝや取り૊

み状況，ٕज़ࢦ਑などを঺հするとともに，国౔交௨
লのハβードマップポータルサイト，๷ࡂՊֶٕज़ݚ

図─ 2　ポータルサイトのイメージ
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ମのボーリஂڞॴの「ジオ・ステーション」，各ެڀ
ンάデータベース，ӷ状Խඃࡂཤྺਤや஍形区෼ਤを
ެ։している国౔交௨লのページなどにリンクしてい
る。

（4）その他
ӷ状Խの可能性等の஍൫情報の重ཁ性をফඅऀ等が

े෼に認ࣝすることは重ཁで͋るので，ॅ୐性能表示
制度においてもӷ状Խにؔする情報をه載できるよう
にする༧定で͋る。

このように，自୐やߪೖ༧定஍の情報をऩ集しର応
を検౼することにより，୐஍の安全性の向上にͭな͛
ていくことが重ཁで͋ることから，༷ ʑな場໘で，༷ ʑ
な主ମとの連ܞにより，ܒ発をਐめていくことがඞཁ
とߟえている。

さらに，情報提供ͩけでなく，ӷ状Խの可能性が高
く優先的にରࡦをߨじる΂き区Ҭにͭいて，୐஍とҰ
ମ的にߦうಓ࿏等のެࢪڞ設のӷ状Խରࡦ工事にରす
る国ݿॿ੒をฏ੒ 25 ೥度༧ࢉからߦっており，஍ݖ
ऀ等との連ܞの下で，事લରࡦもਐめることができる
ようになった。

4．  「宅地の液状化被害発生可能性に係る技術
指針」の概要他

東日本大਒ࡂでの޿範囲にΘたるӷ状Խඃ֐にର
し，国౔交௨লでは，まͣ各種ٕज़基準等で஍൫がӷ
状Խするかどうかを൑定するために用いられてきたӷ
状Խにରする安全率（'L 値）にͭいて，東日本大਒
におけるӷ状Խの実態とൺֱ検౼をおこなった。そࡂ
の݁Ռ，ฏ੒ 23 ೥ 8 ݄ 31 日に「ӷ状Խの発ੜの༗無
にͭいて，ۭৼりは͋ったもののݟಀしはなかったた
め，ߦݱの 'L 値を用いたӷ状Խ発ੜの༗無にؔする
൑定はଥ౰」との検౼݁Ռをެ表した 2）。

この݁Ռをडけて，ڮྊや下ਫಓ，ߓ࿷等の༷ʑな

෼໺でӷ状Խඃ֐を൑定する手法のݟ௚しをߦった
が，౰՝においてはށ建てॅ୐の୐஍にରする検౼を
い，「୐ߦと（तڭ௕ɿ東ാҮੜ東大࠲）等ऀݧܦֶࣝ
஍のӷ状Խඃ֐可能性൑定に܎るٕज़ࢦ਑（Ҋ）」と
して取りまとめެ表し，஍方ެஂڞମや஍൫工ֶձの
意ݟをௌいた後，ฏ੒ 25 ೥ 4 ݄ 1 日にࢦ਑として各
஍方ެஂڞମにٕज़的ॿݴとして௨஌し，ެ表した。
以下，ࢦ਑の֓ཁと検౼のܦҢを঺հする。

（1）液状化被害判定指針の概要
このࢦ਑は，基本としてਂ度 20m のボーリンά調

ࠪ݁Ռからಘられる౔૚͝とのӷ状Խにରする安全率
（'L 値）B）を用いて，ඇӷ状Խ૚（H1 値）C）ٴびӷ状Խ
数（1Lࢦ 値）D）や஍表変位量（DDZ）d）をࢉܭし，それ
を図─ 3 の൑定ਤにプロットし，A，B，C のどのྖ
Ҭに位置するかにより，ӷ状Խඃ֐が発ੜする可能性
を，ݦஶなඃ֐の可能性が「低い」「ൺֱ的高い」「高
い」の 3 ͭのランクで表すもので͋る。また，このࢦ
਑で൑定のର৅とする஍਒動は中஍਒動（਒度 5 程
度，具ମ的には M ʹ 7.5・200HBM または khHM ʹ 0.20）
としているが，͋くまでも୐஍のӷ状Խඃ֐の可能性
の程度の目安を示すもので，ݸ別には建෺特性等に
よってඃ֐発ੜ状況はҟなり，ඃ֐の༗無等を保ূす
るものではない。
B）  ӷ状Խにରする安全率（'L 値）ɿ૝定される஍਒動

にରする各૚のӷ状Խの発ੜのしやすさを示すࢦ標
で，'Lʽ1.0でӷ状Խする可能性͋りと൑断される。
௨常は，ਂさ 1 m ຖに൑定をߦう 3），4）。

C）  ඇӷ状Խ૚（H1 値）ɿ஍表໘からӷ状Խしない৚݅
をຬ଍する連続した૚ްで，図─ 4 のように౔質区
෼と஍下ਫ位と 'L 値とで定ٛされる 5）。

D）  ӷ状Խࢦ数（1L 値）ɿその஍点における஍൫のӷ状
Խのܹしさの程度を表すࢦ標で，各ਂ度での 'L 値
をࢉ出し，その値をਂさ方向に重みをͭけて଍し合
Θせ，調ࠪ஍点でのӷ状Խݥة度を表す。ӷ状Խの

図─ 3　宅地の液状化被害可能性の判定図
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発ੜするਂさや૚ް，ඇӷ状Խ૚のްさをצҊされ
ており，ӷ状Խݥة度マップの作੒に使Θれること
がଟいࢦ標で͋る 6）。

d）  ஍表変位量（DDZ 値）ɿӷ状Խ時に発ੜする஍൫の
௜下量で͋り，ӷ状Խによるੜじる஍൫のਫฏ変位
量と同等となっている 4）。

（2）判定の手順
図─ 5 のϑローに従い，下هの①～③の手ॱで൑

定をߦう。
①Ұ࣍൑定ɿ  ஍形データ等のطଘࢿ料等により，ೋ࣍

൑定のཁ൱を൑定する。طଘࢿ料は，新・
஍形ਤ，஍൫データベース，ӷ状Խ༧چ
ଌਤ等をର৅とし，طଘࢿ料ٴびݱ஍調
ࠪによって，「ݦஶなඃ֐の可能性が低
い」ことが明らかな場合には，そのよう
に൑定し，それ以外の場合には，ೋ࣍൑
定をߦう。

②ೋ࣍൑定ɿ  ஍൫調ࠪ݁Ռに基ͮき，ݦஶなඃ֐の可
能性を 3 ランクで൑定する。20 m のボー
リンά調ࠪ݁Ռから，౔૚͝との 'L 値

をࢉܭし，H1 値ٴび 1L 値または DDZ
値をࢉܭし，൑定ਤを用いてݦஶなඃ֐
の可能性を 3 ランクで൑定する。

な調ࡉ൑定ɿ  ඞཁに応じてৄ࣍ࡾ③ ・ࠪղੳ（ྫえ͹，
めらٻしてࢪを実ݧ試࣠ࡾฦしඇ排ਫ܁
れた 'L 値を用いる等）をߦい，ݦஶな
ඃ֐の可能性を 3 ランクで൑定する。

（3）指針の活用について
このࢦ਑は，ӷ状Խによるඃ֐状況にண目して検౼

したࢦ਑で͋るため，લষで঺հされたӷ状Խマップ
の作੒においても，情報内容の充実に໾ཱͭものとߟ
えられる。また，ࠓ後の新規։発や଄੒においても，
ྫえ͹ C ランクのままで଄੒しないといった形で，
։発ڐ可や୐଄ڐ可が༠ಋされていくことも期଴され
る。さらには，طଘの୐஍においても，ݸ別の調ࠪ・
൑定での׆用等といったຽ間の自主的な取り૊みでの
。用も期଴されるとこΖで͋る׆

（4）指針の検討経緯
਑を検౼するに͋たっては，まͣ東日本大ࢦ回のࠓ

਒ࡂによるඃࡂ状況を෼ੳし，طଘの൑定手法に౰て
はめ，୐஍のඃ֐実態と൑定݁Ռが合うかどうかの検
౼をߦった。しかし，طଘ൑定手法にͭいては，東๺
஍方ଠฏ༸ԭ஍਒がマάχチュード 9 というڊ大஍਒
で஍਒動のܧ続時間が௕かったことや 30 ෼後に発ੜ
した༨਒のӨڹがӷ状Խݱ৅にӨڹを༩えているこ
と，さらにطଘ൑定手法がށ建てॅ୐のඃ֐を૝定し
たものでないことといったཁҼにより，طଘ手法にͭ
いてҰ定の܏向はݟられるものの，ਫ਼度良く୐஍のඃ
。実態を൑定するものとはならない݁Ռとなった֐

その後，データのਫ਼ࠪや，ࢉܭ方法のݟ௚し等をߦっ
た上で，H1 値と 1L 値，H1 値と DDZ 値といったෳ数
のࢦ標を૊み合ΘせてみたとこΖ，୐஍のඃ֐実態を
֓Ͷ൑定できることとなり，طଘ൑定手法のしきい値
をߟࢀにしながら，A，B，C の 3 ͭのκーンを区෼
した。
（B）データのऩ集・෼類・定ٛにͭいて
東日本大਒ࡂでӷ状Խඃ֐の͋った஍Ҭからࣨ内試

図─ 4　H1 の層厚

図─ 5　判定フロー図
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値の͋るݧ 83 本のボーリンά調ࠪ݁Ռをऩ集し，ボー
リンά஍点のඃ֐状況の確認をߦった。続いて，各஍
点のӷ状Խ安全率 'L 値をࢉ定し，ಓ࿏ڮ示方ॻに基
ͮくӷ状Խࢦ数 1L 値（以下，「1L 法」とུه。），お
よび「୐஍耐਒設ܭマχュアル（Ҋ）」に基ͮくඇӷ
状Խ૚ް H1 とӷ状Խ૚ް H2 のؔ܎による൑定（以
下，「H1-H2 法」とུ1（。هL 法や H1-H2 法によりӷ状
Խඃ֐程度を൑定した。実ࡍのӷ状Խඃ֐と൑定݁Ռ
とをൺֱし，両ऀの整合性をධ価した。
①ボーリンάデータのબ定ɿӷ状Խݱ৅が発ੜした஍

Ҭの周ล（図─ 6）で，ඃ֐無しの場合もؚめඃ֐
の程度を෼類することができ，ཻ 度試ݧ，ӷ性ݶ界・
઼性ݶ界試ݧが実ࢪされているデータを用いた。

②ӷ状Խඃ֐程度の設定ɿ実ࡍのӷ状Խඃ֐程度は，
ጶূࡂ明，ݱ஍౿ࠪ݁Ռやઍ༿ݝ環境ڀݚセンター
の調ࠪ݁Ռ等をߟࢀに，表─ 1 の 3 ஈ֊で෼類した。
周ลにށ建てॅ୐が無いボーリンά஍点にͭいて
は，஍൫変状からށ建ॅ୐のඃ֐程度をਪ࡯した。

③作用਒度ɿ検౼Օॴ近๣の஍表໘における஍਒؍ଌ
。࿥を適用し，最大加଎度ЋmBY（HBM）を採用したه
作用਒度は重力加଎度を H（HBM）として ,HʹЋmBY/H
を用いました。また，ࠓ回の஍਒動はۃ端な方向性

がなかったため，N4 方向と EW 方向の合੒値を採
用している。

④஍下ਫ位の設定ɿ஍下ਫ位は޸内ਫ位を基本として
設定した。たͩし，஍下ਫ位が周ลにൺ΂てۃ端に
低かった検౼Օॴにͭいては，ޱ޸標高と஍下ਫ位
標高のҰ࣍回ؼ式を作੒し，これにより設定した。

（C）طଘ൑定手法によるӷ状Խඃ֐൑定݁Ռ
1L 法による൑定をߦった݁Ռ，図─ 7 に示すとお

りඃ֐の程度と 1L 値が相ର的に整合している܏向が
てとれるが，ӷ状Խ஍Ҭκーχンάマχュアルに示ݟ
される「ӷ状ԽによるӨڹは大きい」の範囲（5 ʻ 1L

ʽ 15）に，「軽ඍ～なし」の஍点がଟく෼෍されてい
るため，ӷ状Խඃ֐をա大に൑定している可能性がߟ
えられる。

また，H1-H2 法による൑定をߦった݁Ռ，図─ 8 に
示すとおり中஍਒のラインを境に，ӈଆに位置する場
合は「ӷ状ԽのӨڹが஍表໘にٴ͹ない」，ࠨଆの場
合は「ӷ状ԽのӨڹが஍表໘にٴͿ」と൑定すること
になるが，ඃ֐「大」の஍点ほど，「ӷ状ԽのӨڹが
஍表໘にٴͿ」と൑定されていることが෼かるもの
の，ӷ状ԽのӨڹの༗無を中஍਒のラインで区෼でき
るほどの明確なࠩは認められなかった。

表─ 1　液状化被害程度の設定例

図─ 7　PL 法による判定結果

図─ 8　H1-H2 法による判定結果

図─ 6　ボーリングデータ収集地点
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（D）ݱ࠶性にண目したӷ状Խ൑定手法
ଘ手法にͭいて，以下のط 3 点にண目してࢉܭ方法

等をम正した。
①஍਒動のܧ続時間のӨڹ
②ೈऑ೪性౔૚の変状のӨڹ
③ӷ状Խ強度にରする஍൫ੜ੒೥୅のӨڹ
これらのम正をߦった上，൑定ਫ਼度の向上をਤる目

的でӷ状Խ૚のӷ状Խ程度を定量的に൓өできる 1L

値とඇӷ状Խ૚ް H1 を૊み合Θせた H1-1L ൑定ਤに
プロットした。その݁Ռ，ਤのとおりඃ֐「大」「中」
のほとΜどが H1 ʽ 3，1L ʾ 5 にプロットされ，「軽
ඍ～なし」のほとΜどが 1L ʻ 5 もしくは H1 ʼ 3 m
にプロットされる݁Ռとなり，H1-1L ൑定ਤにより「軽
ඍ～なし」と「大」「中」を֓Ͷ区別でき，H1 ʹ 3，
H1 ʹ 5，1L ʹ 5 をしきい値としてӷ状Խඃ֐程度を
આ明できる݁Ռとなった（図─ 9 および表─ 1 。（照ࢀ

また H1 値と DDZ 値とを૊み合Θせてプロットした
݁Ռも，ほ΅同じ݁Ռとなったので，H1 値と 1L 値と
の૊合せと同༷に，H1 ʹ 3，H1 ʹ 5，DDZ ʹ 5 をし

きい値としている。
これらのしきい値にͭいては，طଘの൑定手法で用

いられていたしきい値と整合がとれる݁Ռとなってい
る。

5．おわりに

東日本大਒ࡂによって޿範囲にΘたって発ੜしたӷ
状Խඃ֐により，ࠓ後は，ॅ୐や建ங෺を建ஙしよう
とする方にରし，その౔஍がӷ状Խするおそれが͋る
かどうかを認ࣝしていたͩく重ཁ性がվめて஫目され
ているとこΖで͋る。国౔交௨লでは，ࠓ後発ੜがݒ
೦されるೆւトラϑڊ大஍਒やट都௚下஍਒における
୐஍のӷ状Խඃ֐が軽減されるよう，ࠓ回঺հした取
り૊みをਐめいく༧定で͋る。
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